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葛飾納涼花火大会





１　位置付け
　社会経済状況の変化が著しい中、基本計画に掲げる施策を着実に推進していくためには、社会
の変化に対応した柔軟な行政運営と、安定した財政基盤の構築が不可欠です。
　ここで示す行財政運営の取組指針は、基本計画に掲げる各施策の着実な推進を側面から支える
とともに、行政の責務である「最小の経費で最大の効果を挙げる」ための不断の取組の基本的な
考え方となるものです。

２　行財政運営の現状と課題
　本区の財政構造の弾力性を示す経常収支比率は、70～80％の間で推移しており、概ね良好な
財政運営を行ってきました。しかしながら、現在の区の財政は、区民税や特別区財政調整交付金
による歳入が大きく、今後の少子高齢化の進行・生産年齢人口の減少を鑑みると、その先行きは
決して楽観視できるものではありません。
　また、本区の公共施設は昭和40年代から50年代に整備されたものが多く、今後、順次施設の
更新時期を迎えるほか、区民ニーズの多様化による行政需要の増加も見込まれています。
　加えて、令和２年に発生した新型コロナウイルス感染症の拡大においては、経済活動の急激な
落ち込みにより区民生活や事業者の事業活動にも非常に大きな影響が生じました。本区において
も、感染拡大防止のため多くの事業が中止・延期を余儀なくされ、落ち込んだ経済の回復には数
年を要するとも言われています。今後、地域経済に対する支援のほか、文化・芸術活動を含めた
イベントの再開に向けた取組など、新型コロナウイルス感染症の拡大によって失われた機会や利
益をできるだけ早期に回復させていかなければなりません。
　多様化する行政需要に応え、本区の一層の経済的発展と地域課題の解決を図っていくためには、
基本計画に掲げる施策を着実に実施していくとともに、変化する社会情勢やニーズに合わせて、
不断に施策や事業の改革・改善を進めていくことが不可欠です。
　区民サービスを一層向上させていくという視点に立って経営改革の取組を進めるとともに、歳
出削減・歳入確保等を図って財政基盤をより強固なものとすることで、持続可能な行財政運営を
進めていく必要があります。

Ⅰ　目的
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　上記の現状、課題を踏まえ、本区では次に掲げる３つの方向性に基づき、不断の経営改革に取り
組みながら、持続可能な行財政運営を進めます。

１　区民サービスの向上と開かれた区政の実現
　今後、大幅な歳入増加が見込めない状況下にあっても、より良質な区民サービスの提供を進め
ていくためには、区民ニーズを的確に把握していくことが重要です。区は、区政に関する情報を
区民に積極的に提供しつつ、様々な機会を捉えて区民の意見やニーズを把握し、区民の意見を区
政に反映させていくとともに、先進技術や民間ノウハウの活用により、一層の区民サービスの向
上を図ります。

⑴　事業のスクラップアンドビルドの加速による改革の推進
　�　行政評価制度の更なる活用により、費用対効果の検証や先進技術の活用も踏まえながら、事
業の一層のスクラップアンドビルドに取り組み、多様化する行政需要に向けた改革を進めます。

⑵　デジタル化の推進
　�　デジタル技術の積極的な活用により、来庁することなく手続が可能な仕組みの構築等、新た
な形態の区民サービスの導入を進めるとともに、業務プロセスを見直して業務の改善につなげ
ていきます。

⑶　施設マネジメントの推進
　�　老朽化が進む公共施設への対応として、計画的・予防的な修繕の実施による施設の長寿命化
と財政負担の平準化を進めるほか、地域特性や将来にわたる需要等も踏まえながら、他の行政
目的への転用や周辺施設との複合化などについても積極的に推進し、効果的・効率的な施設マ
ネジメントに取り組みます。

⑷　委託業務の再検証・民間ノウハウの活用
　�　既存の委託業務については、有用性の再精査やサービス向上の余地等について検討を行うと
ともに、今後も民間委託が効果的で効率性の向上が見込める業務には積極的に導入を図ってい
きます。

⑸　行政の透明性の向上
　�　区と区民・事業者との一層の協働の実現に向け、様々な媒体を活用し、区政情報の多言語化
も図りながら発信していきます。また、区の業務の適正な執行を確保することで、より透明性
を高めていきます。

Ⅱ　行財政運営の方向性
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２　職員の能力向上と執行体制の確立
　複雑化・多様化する区民ニーズに的確に対応していくためには、職員全員一人一人の能力を向
上させていくとともに、その能力を最大限発揮できる仕組みづくりが不可欠です。区は、社会状
況の変化も見据えながら、研修等を通じて将来の区政を担う人材を育成するとともに、簡素で柔
軟な組織づくりを進めます。

⑴　職員の適正配置・簡素で柔軟な組織整備
　�　先進技術の活用などにより業務の一層の効率化を進め、職員の適正配置を行うほか、急激な
環境の変化にも機動的に対応できる、簡素で柔軟な組織づくりを進めます。

⑵　職員の能力開発・人材育成
　�　複雑化・多様化する区民ニーズに応えていくため、専門性やマネジメント能力の向上など、
キャリアステージに応じた計画的な人材育成を行っていくとともに、コンプライアンスを実践
し、区民サービス向上に向けて業務に取り組む職員を育成します。

⑶　多様な勤務形態の採用
　�　時差出勤やテレワークをはじめとする多様な勤務形態の推進により、職員一人一人がその能
力を最大限に発揮できる環境を構築します。

３　健全財政の推進
　社会経済状況の変化が激しい中、増加する行政需要に応えていくためには、安定的な財政運営
を行っていくことが不可欠です。区は、将来にわたり持続可能な財政運営を行っていくため、歳
出削減・歳入確保等に向けた一層の取組を進めます。

⑴　歳出の削減・歳入の確保
　�　様々な業務改革・改善等により歳出の削減を図ります。また、用途廃止された公共用地など
の未利用資産の積極的な貸付けや転用・売却の検討、税・保険料等の確実な徴収と適正な債権
管理を実施して収納率の一層の向上などに取り組み、歳入の確保を図ります。さらに、民間資
金の活用を図るなど、新たな自主財源の創出に向けた取組を進めます。

⑵　財政基盤の強化に向けた取組の推進
　�　長期的な経済動向や財政需要を見据え、限りある財源を効果的・効率的に配分し、財政基盤
の強化に取り組みます。
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　前節に掲げた方向性を具体化したプログラムを策定するとともに、年度ごとに取組の総括・進行
管理を行い、改革に向けた着実な取組を進めていきます。

Ⅲ　行財政改革の進行管理
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用語解説

水元公園のメタセコイア





用語 説明

アルファベット・数字

DX（デジタルトランス
フォーメーション）

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データやデジタル技術を
活用して、製品やサービス、ビジネスモデルを変革し、提供価値の方
法を抜本的に変えること。

ICT Information & Communications Technologyの略。情報や通信に
関する技術の総称

IoT Internet of Thingsの略。「モノのインターネット」とも呼ばれ、様々
なモノがインターネットに接続し、相互に情報を交換する技術のこと。

MaaS
Mobility as a Service の略。出発地から目的地までの移動方法につ
いて、アプリケーションソフト等を活用し、複数の交通手段を最適に
組み合わせた交通経路検索や予約、決済等を可能とするサービス

RPA Robotic Process Automation の略。AI（人工知能）等の技術を用
いて、業務効率化・自動処理を行うこと。

SNS
Social Networking Service（Site）の略。参加者が共通の趣味や嗜
好、居住地域、出身校等を元に様々な交流を図ることができる個人間
の交流を支援するサービス（サイト）のこと。

Wi-Fi環境 パソコンやテレビなどネットワーク接続に対応した機器を、無線（ワ
イヤレス）で接続し、データ通信できる環境のこと。

ZEV 走行時にCO2等の排出ガスを出さない電気自動車や燃料電池自動車
のこと。

3R

ごみを減らし、循環型社会を形成するためのキーワード。第１に「ご
みの発生抑制＝リデュース（Reduce）」、第２に「再使用＝リユース
（Reuse）」、第３に「再生利用＝リサイクル（Recycle）」であり、
各頭文字をとって「3R」と称する。

あ行

アウトリーチ
支援を必要とする方からの相談等を待って支援を開始するのではな
く、支援者等が支援を必要とする方のもとに訪問するなど、能動的に
出向くこと。

一時保育
区内にお住まいで、買い物・通院・就学・介護などにより家庭での保
育が一時的に困難となった就学前のお子さんを、保育所でお預かりす
る制度

エリアマネジメント 地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住
民・事業主・地権者等による主体的な取組
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か行

介護予防 高齢者が、いつまでも健康で要介護状態にならないように日頃から予
防すること。

学習指導要領

児童・生徒が全国のどこにいても一定水準の教育を受けられるよう、
学校が編成する教育課程の大綱的基準として、国が学校教育法等に基
づいて定めるもの。小学校学習指導要領は平成29年、中学校学習指
導要領は平成30年に改訂・公示された。

学校教育総合システム 教職員が児童・生徒の情報管理や成績処理等に使用する校務事務シス
テムや、児童・生徒の学習活動において使用するシステムの総称

緊急医療救護所
大規模災害により多数の傷病者が発生した際に、発災後概ね72時間
までに開設する救護所で、区内では８か所の設置を予定し、主に軽傷
者の治療や病院への転送の要否、転送順位の決定等を実施するもの

子ども未来プラザ 妊娠期から成人するまでのすべての子どもとその家庭に寄り添い、切
れ目のない支援を実現する施設

さ行

市街地再開発事業

都市における土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を
図るため、都市再開発法に基づき、市街地内の老朽木造建築物が密集
している地区等において、細分化された敷地の統合、不燃化された共
同建築物の建築、公園、広場、街路等の公共施設の整備等を行うこと。

食品ロス 食べ残しや賞味期限切れ等により本来食べられるにもかかわらず捨
てられてしまう食品のこと。

成年後見制度 認知症、知的障害、精神障害などにより物事の判断能力が不十分な方
を対象に、本人を法律的に保護し、支えるための制度

創業塾

区内で創業するために役立つ４つの知識（経営・財務・人材育成・販
路開拓）を学べる講義とグループワークを行う。産業競争力強化法に
基づく「特定創業支援等事業」として、国からの認定を受けて実施し
ている。

な行

ネウボラ
フィンランド語で助言やアドバイスを受ける場所を意味し、妊娠初期
から就学前まで、かかりつけの専門職（主に保健師）が担当の母子、
家族全体に寄り添い支えるしくみの総称

は行

フレイル 加齢によって心身の活力（筋力、認知機能、社会とのつながりなど）
が低下した状態

282

用
語
解
説



や行

やさしい日本語 日本語に不慣れな外国人にも分かりやすいよう、簡易な表現や文法を
用いた日本語のこと。

ユニバーサルデザイン
ある特定の人のためではなく、年齢・国籍・性別・身体的能力等の違
いを越え、全ての人が暮らしやすいように、まちづくり・ものづくり・
環境づくりを行っていこうとする考え方

ゆりかご面接 妊娠届出時に保健師・助産師などの専門職と面接し、妊娠期から子育
てのサポートプランを作成する取組

わ行

わくわくチャレンジ広場 主に放課後に小学校の施設を利用し、地域の方の見守りの下、子ども
たちが安全に過ごせる居場所をつくる事業
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策定経過

堀切菖蒲園の雪吊り





第１章　策定経過
区 基本構想・基本計画策定委員会 その他

平成30年度

３月 総務委員会庶務報告（18日）

平成31年度・令和元年度

４月

５月 庁内検討組織の設置
第１回幹事会（29日）

６月
第１回庁内検討会（３日）
総務委員会庶務報告（12日）
第２回幹事会（25日）

７月

第２回庁内検討会（１日）
第３回幹事会（19日）
総務委員会庶務報告（22日）
第３回庁内検討会（25日）

第１回策定委員会
　全体会（31日）

８月 第４回幹事会（27日）
第４回庁内検討会（30日）

第１回葛飾区区民モニターアン
ケート調査

９月
第５回幹事会（17日）
第５回庁内検討会（19日）
総務委員会庶務報告（20日）

10月 第６回幹事会（29日）

11月
第６回庁内検討会（５日）
第７回幹事会（13日）
第７回庁内検討会（20日）

第２回策定委員会
　第２分科会（８日）
　第１分科会（14日）
　第３分科会（18日）

12月
総務委員会庶務報告（５日）
第８回幹事会（６日）
第８回庁内検討会（11日）

第３回策定委員会
　第１分科会（20日）
　第２分科会（24日）
　第３分科会（26日）

区民と区長との意見交換会
（９日、11日、14日）

１月
総務委員会庶務報告（20日）
第９回幹事会（23日）
第９回庁内検討会（30日）

第３回策定委員会
　第４分科会（31日）

第２回葛飾区区民モニターアン
ケート調査

２月 総務委員会庶務報告（21日） 第４回策定委員会
　全体会（18日）

３月 第10回幹事会（17日）
第10回庁内検討会（19日） 第５回策定委員会（中止）
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区 基本構想・基本計画策定委員会 その他

令和２年度

４月 第６回策定委員会（中止）

５月 第11回幹事会（27日）
第11回庁内検討会（28日） 第７回策定委員会（中止）

６月 総務委員会庶務報告（11日）

７月 第12回幹事会（28日）
第12回庁内検討会（29日）

８月 第８回策定委員会
　全体会（27日）

９月 総務委員会庶務報告（24日）

10月 第13回幹事会（27日）
第13回庁内検討会（27日）

11月 各常任委員会庶務報告（30日）

第９回策定委員会
　第２分科会（６日）
　第３分科会（９日）
　第１分科会（10日）
第10回策定委員会
　全体会（12日）

12月 各常任委員会庶務報告
（１日～３日）

区民と区長との意見交換会
（７日、10日、12日）

１月 第14回幹事会（12日）
第14回庁内検討会（14日）

第11回策定委員会
　第１分科会（18日）
　第３分科会（18日）
　第２分科会（22日）
第12回策定委員会
　全体会（21日）

２月 各常任委員会庶務報告
（17日、18日、22日）

区民意見提出手続（パブリック・
コメント手続）
（２月24日～３月25日）３月

令和３年度

４月 第15回幹事会（27日）
第15回庁内検討会（28日）

５月
第13回策定委員会
　全体会（10日）
区長への検討結果報告会（10日）

６月 各常任委員会庶務報告
（９日～11日、14日）

７月 基本計画の決定

８月

９月 基本計画書発行
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第２章　葛飾区基本構想・基本計画策定委員会
１　検討体制

区分 主な検討分野

全体会 基本構想及び基本計画の策定に関する事項全般

第１分科会 健康、医療、高齢者支援、障害者支援、地域福祉、人権・平和・ユニバー
サルデザイン

第２分科会 街づくり、防災・安全、交通、公園・水辺、環境、産業、観光、地域活動、
文化、国際

第３分科会 子ども・家庭支援、学校教育、地域教育、生涯学習、スポーツ

第４分科会 上記の各検討分野における情報通信技術の活用

２　委員名簿（順不同・敬称略）
区分 氏名 所属等

委員長 中林　一樹 東京都立大学・首都大学東京　名誉教授

副委員長 河合　克義 明治学院大学　名誉教授

第１分科会 ◎：分科会長　　○：副分科会長

区分 氏名 所属等

学識経験者 ◎河合　克義 明治学院大学　名誉教授

○河原　和夫 東京医科歯科大学　名誉教授

区内関係
団体代表者

堀越　克夫 葛飾区自治町会連合会　副会長

遠藤　啓一郎 葛飾区医師会　副会長

古宮　秀記 葛飾区歯科医師会　専務理事

大浦　康栄 葛飾区薬剤師会　副会長

浅野　幸継 葛飾区社会福祉協議会　会計理事

吹本　愛子 葛飾区高齢者クラブ連合会　副会長

根本　文夫 葛飾区手をつなぐ親の会　会長

小林　隆猛 葛飾区民生委員児童委員協議会　会長

岩田　敦子 東京人権擁護委員協議会葛飾地区人権擁護委員会　地区代表

区民 谷本　綾乃 公募区民

田中　勝則 公募区民

区職員 田口　浩信 葛飾区政策経営部長
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第２分科会 ◎：分科会長　　○：副分科会長

区分 氏名 所属等

学識経験者 ◎中林　一樹 東京都立大学・首都大学東京　名誉教授

○谷川　隆一 葛飾区中小企業診断士会

区内関係
団体代表者

大山　安久 葛飾区自治町会連合会　副会長

中村　靖雄 東京都建築士事務所協会葛飾支部　副支部長

青木　堅治 東京都宅地建物取引業協会葛飾区支部　支部長

谷茂岡　正子 葛飾区消費者団体連合会　会長

藤井　俊之 葛飾区緑化推進協力員会　会長

沢崎　俊之 かつしか花いっぱいのまちづくり推進協議会　会長

武者　英之 葛飾区地球温暖化対策地域協議会　会長

市原　みずよ 葛飾区生物多様性推進協議会　副会長

矢部　文雄 東京商工会議所葛飾支部　副会長

染谷　光雄 葛飾区商店街連合会　会長

浅野　文明 葛飾区工場団体連合会　会員

吉田　敏子 東京スマイル農業協同組合　理事

松村　誠治 連合葛飾地区協議会　議長

石川　宏太 葛飾区観光協会　理事

菊入　栄 葛飾吹奏楽団　楽団長

大塚　貴由 アジアと交流する市民の会　会長

区民 川名　泉 公募区民

長　達也 公募区民

区職員 田口　浩信 葛飾区政策経営部長

290

策
定
経
過



第３分科会 ◎：分科会長　　○：副分科会長

区分 氏名 所属等

学識経験者 ◎近藤　精一 元東京学芸大学教職大学院　特任教授

○太田　光洋 長野県立大学健康発達学部こども学科　教授

区内関係
団体代表者

秋本　勝利 葛飾区自治町会連合会　副会長

山口　千晴 葛飾区私立保育園連盟　会長

鏡　晴明 葛飾区私立保育園経営者協議会　監事

千島　淳子 葛飾区私立幼稚園連合会　理事

佐々木　美緒子 葛飾区私立学童保育クラブ連盟　会長

堀越　建夫 葛飾区立小学校PTA連合会　副会長

長峰　新 葛飾区立中学校PTA連合会　会長

矢作　和昭 葛飾区保護司会　副会長

倉持　俊次郎 葛飾区青少年育成地区委員会会長連絡協議会　立石地区
委員会会長

大畑　廣行 葛飾区社会教育委員

髙橋　尚美 葛飾区体育協会　理事

区民 千田　敏恵 公募区民

菊池　甫 公募区民

区職員 田口　浩信 葛飾区政策経営部長

第４分科会 ◎：分科会長　　○：副分科会長

区分 氏名 所属等

学識経験者 ◎安田　晃 葛飾区CIO補佐官・技術士《情報工学、電気電子、総合技
術監理》

○橋本　義平 葛飾区システム評価専門部会　部会長・技術士《情報工学》

武安　真児 葛飾区システム評価専門部会　部会員・技術士《情報工学、
総合技術監理》

分科会代表 河合　克義 第１分科会の代表

中林　一樹 第２分科会の代表

近藤　精一 第３分科会の代表

区職員 田口　浩信 葛飾区政策経営部長
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３　検討経過
区分 開催日 検討内容

第１回 全体会 令和元年７月31日 ・策定委員会検討スケジュール及び配布資料について
・新基本構想に係る検討の方向性について

第２回

第１分科会 令和元年11月14日
・策定委員会検討スケジュールの変更について
・新基本構想に係る検討の方向性等について
・分野ごとの現状・課題について

第２分科会 令和元年11月８日

第３分科会 令和元年11月18日

第３回

第１分科会 令和元年12月20日

・新基本構想の構成イメージ及び各政策の長期的な方向性について
・新基本構想における将来像について
・新基本計画の策定に係る検討の方向性等について

第２分科会 令和元年12月24日

第３分科会 令和元年12月26日

第４分科会 令和２年１月31日

第４回 全体会 令和２年２月18日 新基本構想（中間のまとめ案）について

第５回

第１分科会 令和２年３月24日

第２分科会 令和２年３月30日 【中止】

第３分科会 令和２年３月27日

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言を踏まえ、策定委員
会の開催に代えて、新基本計画（検討案）を策定委員に送付し、書面にて
意見を伺った（期間：令和２年４月30日～５月18日）。

第６回 全体会 令和２年４月28日

第７回

第１分科会 令和２年５月19日

第２分科会 令和２年５月15日

第３分科会 令和２年５月18日

第８回 全体会 令和２年８月27日 新基本構想（素案）の作成に向けた検討

第９回

第１分科会 令和２年11月10日

基本計画（中間のまとめ（案））について第２分科会 令和２年11月６日

第３分科会 令和２年11月９日

第10回 全体会 令和２年11月12日 ・基本構想　素案（案）について
・基本計画（中間のまとめ（案））について

第11回

第１分科会 令和３年１月18日

基本計画（素案（案））について第２分科会 令和３年１月22日

第３分科会 令和３年１月18日

第12回 全体会 令和３年１月21日

・�「葛飾区基本構想」（素案）に対する区民意見提出手続（パブリック・コ
メント手続）の実施結果について

・葛飾区基本構想（案）について
・葛飾区基本構想に関する検討結果報告について

第13回 全体会 令和３年５月10日
・�「葛飾区基本計画（令和３年度～令和12年度）」（素案）に対する区民意
見提出手続（パブリック・コメント手続）の実施結果について

・「葛飾区基本計画（令和３年度～令和12年度）」（案）について
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第３章　葛飾区区民モニターアンケート調査
　葛飾区区民モニターアンケート調査を活用し、葛飾区基本計画の策定に関する調査を行いました。

１　令和元年度第１回実施
調査対象 区民モニター200名

調査方法 郵送での調査の配付・回収（インターネット回答併用）

調査期間 令和元年８月19日（月）～９月６日（金）

有効回収数 184名（郵送回収：129名、インターネット回答：55人）

調査内容 葛飾区のまちのイメージについて
　⑴　「現在の葛飾区」のイメージ
　⑵　「20年後30年後の葛飾区がどんなまちであってほしいか」
　⑶　「葛飾区への転居を勧める場合にどんなまちであってほしいか」

２　令和元年度第２回実施
調査対象 区民モニター200名

調査方法 郵送での調査の配付・回収（インターネット回答併用）

調査期間 令和２年１月20日（月）～２月７日（金）

有効回収数 172名（郵送回収：113名、インターネット回答：59人）

調査内容 新基本構想・新基本計画について
　⑴　区民との協働について
　⑵　持続的な発展について
　⑶　これからの葛飾区のまちづくりについての意見や提案
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第４章　区民と区長との意見交換会
　「区民と区長との意見交換会」において、葛飾区基本計画の検討状況について説明し、意見を伺
いました。

１　令和元年度
開催日時 会場 参加者数

令和元年12月９日（月）
午後６時30分～８時30分 柴又学び交流館 27名

令和元年12月11日（水）
午後６時30分～８時30分 青戸地区センター 36名

令和元年12月14日（土）
午前10時～正午 東立石地区センター 47名

２　令和２年度
開催日時 会場 参加者数

令和２年12月７日（月）
午後６時30分～８時30分 四つ木地区センター 39名

令和２年12月10日（木）
午後６時30分～８時30分 水元学び交流館 43名

令和２年12月12日（土）
午前10時～正午 高砂地区センター 32名

第５章　区民意見提出手続（パブリック・コメント手続）の実施
　「葛飾区基本計画」（素案）に対する区民意見提出手続（パブリック・コメント手続）を実施しま
した。

実施期間 令和３年２月24日（水）～３月25日（木）

閲覧場所

区政情報コーナー、区民事務所（６か所）、区民サービスコーナー（４か所）、図
書館（中央館、地域館６か所、地区館５か所）、健康プラザかつしか、男女平等
推進センター、政策企画課　計26か所
また、区ホームページにも掲載しました。

意見提出者数 12名

意見数 92件
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第６章　庁内検討
１　検討体制
⑴　葛飾区基本構想・基本計画策定庁内検討会

区分 職

会長 区長

副会長 副区長

委員

教育長　政策経営部長　オリンピック・パラリンピック担当部長
デジタル推進担当部長　総務部長　区長室担当部長　施設部長　
地域振興部長　危機管理・防災担当部長　産業観光部長　環境部長　
福祉部長　健康部長　子育て支援部長　都市整備部長
交通・都市施設担当部長　街づくり担当部長　教育次長　
学校教育担当部長

⑵　葛飾区基本構想・基本計画策定庁内検討会幹事会

区分 職

幹事長 政策経営部長

副幹事長 政策企画課長　基本計画担当課長

幹事
経営改革担当課長　財政課長　総務課長　施設管理課長　地域振興課長　
産業経済課長　環境課長　福祉管理課長　地域保健課長　育成課長　
調整課長　教育総務課長
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2　検討経過
会議種別 開催日 検討内容

第１回
幹事会 令和元年５月29日 ・新基本構想・新基本計画の策定スケジュールについて

・新基本構想に係る検討の方向性について
・基本構想・基本計画の策定検討体制について庁内検討会 令和元年６月３日

第２回
幹事会 令和元年６月25日

基本構想・基本計画策定委員会の組織について
庁内検討会 令和元年７月１日

第３回
幹事会 令和元年７月19日 ・新基本構想・新基本計画の策定に係る検討の方向性等について

・新基本構想・新基本計画の策定に向けた庁内調査について
・�基本構想・基本計画策定委員会　検討スケジュール（案）について
・区民モニターアンケート調査の項目について庁内検討会 令和元年７月25日

第４回
幹事会 令和元年８月27日 ・葛飾区基本構想の議会の議決に関する条例（案）について

・新基本構想・新基本計画の策定スケジュールの変更について庁内検討会 令和元年８月30日

第５回
幹事会 令和元年９月17日

新基本構想に係る検討の方向性等について
庁内検討会 令和元年９月19日

第６回
幹事会 令和元年10月29日 ・新基本構想に係る今後の検討について

・�第２回葛飾区基本構想・基本計画策定委員会への提出資料について
・区民モニターアンケート調査の項目について庁内検討会 令和元年11月５日

第７回
幹事会 令和元年11月13日 ・新基本計画に係る検討の方向性等について

・基本構想・基本計画策定委員会の開催状況について庁内検討会 令和元年11月20日

第８回
幹事会 令和元年12月６日

第３回葛飾区基本構想・基本計画策定委員会への資料提出について
庁内検討会 令和元年12月11日

第９回
幹事会 令和２年１月23日 ・�第３回基本構想・基本計画策定委員会（第４分科会）への資料提出につ

いて
・�第４回基本構想・基本計画策定委員会（全体会）への資料提出について
・新基本計画（検討案）の構成について庁内検討会 令和２年１月30日

第10回
幹事会 令和２年３月17日 ・全員協議会について

・新基本計画（検討案）について庁内検討会 令和２年３月19日

第11回
幹事会 令和２年５月27日 ・新基本構想・新基本計画の策定スケジュールの変更等について

・新基本構想の将来像について
・新基本計画（中間のまとめ）の構成について庁内検討会 令和２年５月28日

第12回
幹事会 令和２年７月28日 ・新基本構想・新基本計画の策定スケジュールの変更について

・�第８回基本構想・基本計画策定委員会（全体会）への資料提出について庁内検討会 令和２年７月29日

第13回
幹事会 令和２年10月27日

・�第９回基本構想・基本計画策定委員会（分科会）への資料提出について
・�第10回基本構想・基本計画策定委員会（全体会）への資料提出について
・新基本計画（中間のまとめ）の議会報告について
・�「葛飾区基本構想」（素案）に対する区民意見提出手続（パブリック・コ
メント手続）の実施について

庁内検討会 令和２年10月27日

第14回
幹事会 令和３年１月12日

・�第11回基本構想・基本計画策定委員会（分科会）への資料提出について
・�第12回基本構想・基本計画策定委員会（全体会）への資料提出について
・新基本計画（素案）の議会報告について
・�「葛飾区基本計画」（素案）に対する区民意見提出手続（パブリック・コ
メント手続）の実施について

庁内検討会 令和３年１月14日

第15回
幹事会 令和３年４月27日 ・�第13回基本構想・基本計画策定委員会（全体会）への資料提出について

・新基本計画（案）の議会報告について庁内検討会 令和３年４月28日
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第７章　議会報告
開催日 種別 報告事項

平成31年3月18日 総務委員会 新基本計画の策定について

令和元年６月12日 総務委員会 新基本構想・新基本計画の策定検討体制について

令和元年７月22日 総務委員会 基本構想・基本計画策定委員会の組織について

令和元年９月20日 総務委員会 基本構想・基本計画策定委員会の開催状況について

令和元年12月５日 総務委員会 新基本計画の策定に係る検討の方向性等について
基本構想・基本計画策定委員会の開催状況について

令和２年１月20日 総務委員会 基本構想・基本計画策定委員会の開催状況について
葛飾区の将来人口推計について

令和２年２月21日 総務委員会 基本構想・基本計画策定委員会の開催状況について

令和2年6月11日 総務委員会 新基本構想・新基本計画の策定スケジュールの変更等に
ついて

令和2年9月24日 総務委員会 新基本構想・新基本計画の策定スケジュールの変更等に
ついて

令和２年11月30日 保健福祉委員会

新基本計画策定における「中間のまとめ」について
令和２年12月１日 建設環境委員会

令和２年12月２日 文教委員会

令和２年12月３日 総務委員会

令和３年２月17日 保健福祉委員会
「葛飾区基本計画（令和３年度～令和12年度）」（素案）
について令和３年２月18日 建設環境委員会

令和３年２月18日 文教委員会

令和３年２月22日 総務委員会 「葛飾区基本計画（令和３年度～令和12年度）」（素案）
等について

令和３年６月９日 保健福祉委員会

「葛飾区基本計画（令和３年度～令和12年度）」（案）
等について

令和３年６月10日 建設環境委員会

令和３年６月11日 文教委員会

令和３年６月14日 総務委員会
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＊この冊子は、印刷用の紙へリサイクルできます。

夢と誇りあるふるさと葛飾の実現
～区民との協働による、いつまでも幸せに暮らせるまちづくり～

令和3（2021）年度～令和12（2030）年度

令和3年8月
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